
大町ダム完成30周年記念 
シンポジウムを開催しました！ 

 大町ダムは、ダム完成30周年にあたり、記念イベントとして11月19日（土）にシンポジ
ウム を開催しました。 
 当日は、あいにくの雨天にもかかわらず、約200名もの方々が来場されました。シンポ

ジウムは、過去の水害や大町ダムのこれまでの歩みを振り返り、今後ダムをどう活か
していくか、２部構成で行われました。 

 第１部では、「大町ダムと防災」と題し、ダム整備の背景となった過去の災害と体験談、
そこから得た教訓や最近の施策の解説を交え、防災について考えました。また、第２部
は、「私たちのくらしと共創するダム」と題し、ダムとの関わり方や今後の活用について、
取り組み事例を紹介しながら議論されました。 

                       国土交通省 北陸地方整備局 
大町ダム管理所 

～大町ダム完成30周年記念シンポジウム 開催状況～ 

第１部 「大町ダムと防災」の様子 第２部 「私たちのくらしと共創するダム」の様子 

 国土交通省大町ダムは、今年の3月末で完成してから30年が経過しました。大町ダム
完成30周年にあたり、記念イベントとして11月19日（土）に「大町ダム完成30周年記念
シンポジウム ～これからの時代の暮らしの安全とダムの活かし方を考える～」を開催
しました。 
 

 シンポジウムは、イントロダクションとして大町ダム管理所長から「大町ダムのこれま
での歩み」 の報告から始まり、第1部では「大町ダムと防災」というテーマのもと、山崎

登氏をコーディネーター役として水害体験者である相模一男氏、小山邦武氏、北陸地
方整備局河川部長である伊藤和久氏の3名が、ダム整備や治水対策のきっかけとなっ

た災害の体験談を紹介しながら、国のダムや河川整備の解説をふまえ、上流から下流
までを見据えた広い視野で水害対策について自分たちにできることは何かを考えまし
た。 
 第2部では「私たちの暮らしと共創するダム」というテーマのもと、扇田孝之氏をコー

ディネーター役として鈴木敏正氏、柴田いづみ氏、豊田政史氏、加藤久雄氏、牛越徹
氏、堤達也氏の6名が、文明の発展と共に誕生し、様々な顔を有するダムを私たちの

暮らしとの関わりという観点から見つめなおし、その未来について、専門家の知恵、管
理者、流域自治体の取り組み等をもとに考えました。 
 

  今回開催したシンポジウムは、来場者の皆さんに「これからの時代の暮らしの安全
とダムの活かし方」を考えていただくきっかけになったのではないかと思います。 
 
  
 
  
 

シンポジウム会場の様子 

会場ロビーでのパネル展示 

パネル展示 

30周年企画の一つとして、ダムのこ
れまでの歩みを振り返るパネル展示
を実施。 

会場ロビーでのパネル展示 

建設当時の写真パネル 


